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1 はじめに

マラソン大会が開催されるとマラソン大会周辺の一般道

路に長時間の交通規制が発生する．交通規制が発生するこ

とで周辺道路に迂回しなくてはならなくなる．そのため，

迂回道路ではその道路を利用する人が増えて普段以上の交

通渋滞が発生してしまう．

今回の研究では，マラソン大会時における交通規制で発

生する交通量を減らすために新コースを作成し，最終的に

既存のコースよりも少ない交通量になるようにすることを

目的とした研究を行う．

2 名古屋ウィメンズマラソン概要

今回の研究テーマの題材として名古屋ウィメンズマラソ

ンを題材とする．この名古屋ウィメンズマラソンのコース

を元に新しいコースの作成をしていく．

名古屋ウィメンズマラソンとは，オリンピックや世界陸

上のマラソン代表選考会としての歴史ある名古屋国際女

子マラソンが 2012年に女性限定 15000人参加のフルマラ

ソンにリニューアルされたものである．ナゴヤドームをス

タート・ゴール会場として名古屋のさまざまな名所を巡る

コースはアップダウンも少なく，記録を狙いやすいと好評

である．マラソン大会の制限時間を約 7 時間に設定して

いる．マラソン初心者でも十分完走できる大会になってお

り，2016年大会の完走率は 97.5％となった．

2012年の第 1回大会には 13,114人が参加，世界最大の

女子マラソンとして「ギネス世界記録」に認定され，毎年

記録を更新している．マラソンコース及び周辺道路では，

最長約 10 時間車両の通行が規制される．規制時間は目安

のため時間は変動する [2]．

また，図 2は 2017年に行われたマラソンコースを示し

たものである．

3 使用するデータ

交通規制の少ないマラソンコースを作成するためには各

道路ごとの交通量を用いて考える．そのため平成 22 年度

道路交通センサス，名古屋市一般交通量概要を用いる．こ

のデータを用いる理由は最小の交通量からなるマラソン

コースを求めるためには各道路間の時間ごとの交通量デー

タが必要である．そのため，平成 22 年度道路交通センサ

ス，名古屋市一般交通量概要から交通量をそれぞれ求めて

いく．道路交通センサスは，道路に関する国勢調査ともい

うべきもので，各種調査を 5年ごとに実施している． [1]．

この道路交通センサス，名古屋市一般道路交通量概要の

いくつかのデータのうち，休日の一般国道の交通量データ

を元に研究に取組む．

4 研究について

過去の卒業研究 [3]では，名古屋市の観光スポットをよ

り多く回り，交通規制をなるべく抑えるという研究を行っ

ていたが今回の研究では，既存の名古屋ウィメンズマラソ

ンのコースよりも規制される交通量を減らすための新しい

コースを作成を目的とした研究を行う．今回作成していく

コースは既存のコースに沿いつつ道路交通センサスの各道

路の交通データ間でデータを取る．次に，そのノードから

別のノードへとのびることが可能な線をとったものを作成

する．さらにこの作成したものから、片道約 20kmとなる

コースを作成する．片道約 20kmのコースとする理由とし

ては，マラソン距離の 42.195kmの約半分の距離の往復に

することで，今までのコースよりも規制時間をかけた少な

い交通量を目指すことが目的である．

このコースを導出するため 01 整数計画問題として導出

を行う．まず，制約条件としていくつかの区間を作り，そ

れらの区間をあわせたものの合計が約 20km になるよう

にする制約と一度通った区間が他の区間で通らない制約を

作る．

これらを元に制約式を作る．また，これらを元に図とし

て表すと次の図になる．始点とする yl−1
i から終点となる

yli 間での区間を作成し，一区間の終点を次の区間の始点と

してその始点から終点までの区間を導出していくものを，

模式図では区間数を 4つとした導出を行った場合の図とし

ている．

図 1 模式図

4.1 記号と変数の定義

まず，以下のように記号と変数を定義する．

V :ノードの集合

aij :ノード iとノード j 間での道路交通量

cij :ノード i からノード j までの距離

L1, L2:各区間の距離範囲　
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L′
1, L

′
2:マラソンコースの距離範囲　

Nl:区間数

l:区間　 (l = 1, 2, · · · , Nl)

tl:各区間 lにおける交通規制時間

xl
ij =

1 ノード iからノード j は区間 lのコースに含む

0 コースに含まない

yli =

1 ノード iは区間 lの終点

0 それ以外

4.2 定式化

定義した記号と変数を使用し以下のように定式化を

行う．
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式 (1)の目的関数は全区間の交通量と時間をかけたもの

が最小となる目的関数，式 (2)がノード i, j 間の流量保存

で yl−1
i を始点 yli がその区間の終点となり，次の区間が前

の区間の終点を始点として区間を決め複数の区間の導出を

行う制約，式 (3)が一区間が通った枝を別の区間が同じ枝

を通らない制約，式 (4)が各区間におけるマラソンコース

の距離制約，式 (5)が全区間を合わせたマラソンコースと

しての距離を決める制約となる．

5 結果

各区間の数は 4つとし，各区間ごとに規制する時間を 10

時間，8時間，6時間，4時間とした．また，各区間の距離

範囲を L1 = 1km，L2 = 6km，マラソンコース全体の距

離範囲を L′
1 = 18km,L′

2 = 25km として定式化を行い導

出を行った結果が下の図 3のようなコースとなった．距離

は約 18km，このコースの交通量は 546, 836 台/時という

結果となった．既存コースの交通量は 1, 123, 852台/時に

なっており，既存のコースに比べて，各規制時間における

通るリンク数を少なくすることが出来た．

図 2 2017年の名古屋ウィメンズマラソンコース

図 3 導出されたコース

6 まとめ

今回導出したコースは，今までのコースにあった交通量

の多い部分を避けることが出来たこと，データのない部分

を多く通ったのもあるが今までのコースの約半分の交通量

となるコースを求めることが出来た．

今後の課題としては，対象としたリンクから導出した今

回の結果はデータのない枝を通ったためこのような結果と

なったので, 対象とするリンクを交通量データがある場所

のみかつ巡回路が作ることが可能なリンクを作ることが出

来るもので導出をしていきたい．また，今回導出するにあ

たり，コースのみで考えておりコースを横切る道路に対し

ての制約を考えていなかったのでその部分も考えていき

たい．
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